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（1）交通データを活⽤した「最適解」の模索
⾃治体が地域の交通事業者と共に、移りゆく環境の中で、「最適解」を追求する動きが始まっている。

https://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/bus/1011020.html

①愛知県⽝⼭市「公共ライドシェア（定時定路線型）」

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/924_00479.html

④福岡県北九州市「おでかけ交通」

https://www.city.katori.lg.jp/living/kotsu_doro/kokyo_kotsu/bus/bus_news/renew-koukyokoutsu.html

②千葉県⾹取市「公共ライドシェア（デマンド型）」

https://www.town.utazu.lg.jp/page/1339.html

③⾹川県宇多津町「コミュニティバス」
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（2）他分野連携と地域住⺠の「我が事」化
「こども×交通」「医療×交通」「観光×交通」など他分野連携を必要とする課題が増えている。制度を理解
し、分野間の橋渡しをする⼈材の育成、広域的に活躍できる仕掛けが今後さらに重要。また、地域住⺠⾃ら課題
と向き合い、試⾏錯誤・挑戦する動きも広がっており、このような動きへの寄り添いや後押しも期待されている。
佐賀県武雄市：i-Chanキッズサポート

【利⽤者（保護者）と事務局のやりとり】

【利⽤者（保護者）の声（⼀部抜粋）】
• 校区外への習い事を決める時の問題点は送迎なので、その負担が減った事は選
択肢の幅が広がり、成⻑期の⼦どもによりレベルの⾼いチームで経験を積ませ
ることができていると感じるため、とても嬉しく思っています。

• i-Chan号で友達と習い事に⾏くことをとても楽しみにしており、習い事へのモ
チベーション維持にも繋がっていると感じます。

• 今まではサッカーへの送迎（往復1時間近く）、下の⼦の保育園お迎え、⼣飯の
準備…と⼣⽅の時間帯はバタバタとしていましたが、i-Chanの運⾏が始まって、
近くまでお迎えに来てくださり、確実に時間の余裕、⼼の余裕が出来ました

• ⼦どもたち皆んなでi-Chanに乗ることで、⾞内がコミュニケーションの場とな
り、他学年の⼦と更に仲良くなることができ、そして何より楽しく⾏くことが
できています。運転⼿の⽅も明るく、親しみやすく、安全運転で安⼼して⼦供
達を任せられています。

• ⼦どもたちを乗せてもらうだけでなく、保護者の中からも運転を担うようにで
きないかと考えています。

• いつもありがとうございます。武雄市や佐賀県といった⾃治体が、こういった
取組が広がるような⽀援をしてくれるとよいなと思います。

2



（参考）京都府舞鶴市⾼野地区協議会（公共ライドシェア）
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（参考）公⽴⼩中学校統廃合・部活動地域移⾏に伴うこどもたちの移動 1/2
富⼭県南砺市では、部活動地域移⾏に伴う⽣徒の移動について市⻑部局と教育委員会が協⼒して調査を実施

4



（参考）公⽴⼩中学校統廃合・部活動地域移⾏に伴うこどもたちの移動 2/2
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（左）幹線道路（国道10号線）
沿いの路線バス乗⾞待ちの様⼦
（令和7年5⽉18⽇：クルーズ船
⼊港）

別府国際観光港の
タクシー待ちの様⼦
（令和7年5⽉18⽇
：クルーズ船⼊港）

別府国際観光港の
タクシー待ちの様⼦
（令和7年5⽉10⽇
：クルーズ船⼊港）

（3）国内外観光客の移動
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（参考）別府市公共ライドシェア（湯けむりライドシェアGLOBAL）速報値
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（参考）別府市公共ライドシェア（湯けむりライドシェアGLOBAL）実⾞数等の推移
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（参考）別府市公共ライドシェア（湯けむりライドシェアGLOBAL）乗降⾞地の分析
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地域交通「最適解」の追求プロセスが、

暮らしの幸福度（Well-Being）向上へつながる。

他分野連携に向けて
• 省庁間の連携
• 地域間の連携
• 連携⼈材の育成

⾃治体や地域住⺠の
「我が事」化に寄り添い、
できる理由を共に探る。

デジタルで需要と供給を把握
• データ標準化
• データ共有ルール整備
• ツールの⽀援

（4）国へ期待すること

31 2
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